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遠
望
則
朙　

近
尋
卽
滅　

竊
以
水
流
開
於
法

無　

盡

　

こ
の
多
宝
塔
碑
は
顔
真
卿
の
壮
年
の
書
で
、
彼
の
楷
書
の
中
で
も
字
形
が
整
然
と

し
て
い
て
、
ハ
ネ
や
ハ
ラ
イ
も
欧お

う

陽よ
う

詢じ
ゅ
ん

や
虞ぐ

世せ
い

南な
ん

の
楷
書
と
差
異
は
な
い
。

　

わ
が
国
で
も
戦
前
こ
の
書
風
で
教
科
書
を
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
横
画
と
縦

画
の
差
が
大
き
く
安
定
感
も
あ
る
が
蔵
鋒
で
あ
る
た
め
に
今
日
の
書
写
教
育
で
は
歓

迎
さ
れ
な
い
。
特
に
横
画
を
細
め
に
し
た
結
構
は
現
在
の
活
字
体
の
も
と
に
な
っ
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
顔
氏
家
廟
碑
や
麻
姑
仙
壇
記
な
ど
の
楷
書
と
は
一
線
を
画

し
て
い
る
が
、
力
強
い
線
質
を
学
ぶ
に
は
食
わ
ず
嫌
い
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
自
己

反
省
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

古　

川　

暁　

洲

（136×35㎝）

（46×25㎝）
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楷書臨書課題（漢字半紙部） 対 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜８段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 奈 良 岱 奉 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜８段）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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中 字 課 題（漢字半紙部） 中 西 溪 州 書４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜８段）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

読
み
︱
幽ゆ

う

鳥ち
ょ
う

春は
る

を
喚よ

び
啼な

い
て
那い

か
ん

と
も
せ
ず
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

意
味
︱
静
か
に
鳥
は
春
を
呼
ん
で
お
れ
ど
い
か
ん
と
も
せ
ず
。
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調和体（漢字かな交じり文）課題 津島春汀書４月号

※出品段級位（調和体部 新級〜８段）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
水◎

面
に
桜
の
花
び
ら
が
散
っ
て
筏い

か
だ

の　

よ
う
に
流◎

れ
て
い
く
様
子
を
花
筏
と

　
　
　

い
う
そ
う
で
す
が
今
日
は
そ◎

の
美
し
い　

風
景
に
出
合
い
ま
し
た
。

意
味
︱
静
か
に
鳥
は
春
を
呼
ん
で
お
れ
ど
い
か
ん
と
も
せ
ず
。
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漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

◎

◎

◎

書
き
出
し
含
墨
十
分
に

淡
々
と

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

爽
や
か
に

じ
っ
く
り
と

落
ち
着
け
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

沈
着
冷
静
に

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

岡 田 契 雪 先生 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）

よ
く
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
虚
画
は
実
画
よ
り
太
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
実

画
の
太
さ
の
ま
ま
続
く
か
、
次
第
に
細
く
な
っ
て
続
く
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
『
作
品
の
善
さ
と
い
う
も
の
は
、
点
画
の
美
し
さ
や
、
個
々
の
文
字
だ
け
に
よ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
脈
の
自
然
の
流
れ
や
調
和
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
如

何
に
楽
に
筆
を
握
り
、
全
体
に
気
配
り
の
あ
る
運
筆
が
で
き
る
か
の
心
構
え
が
肝
要

で
す
。
肩
の
力
を
抜
く
こ
と
を
根
気
よ
く
試
さ
れ
る
よ
う
お
奨
め
致
し
ま
す
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
岡
田
契
雪
先
生
よ
り
）

　

流
れ
や
動
き
が
強
調
さ
れ
る
行
草
に
お
い
て
は
、
文
字
の
約
束
上
の
点
画
以
外
に

つ
な
が
っ
て
形
に
表
わ
れ
る
線
の
こ
と
を
、
実じ

っ

画か
く

に
対
し
て
虚き

ょ

画か
く

と
い
い
ま
す
。
楷

書
に
も
こ
の
虚
画
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
気
脈
で
形
の
上
に
は
表
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
に
生
き
生
き
と
し
た
書
き
ぶ
り
を
す
る
た
め
に
は
、
実
画
も

大
切
で
す
が
そ
れ
以
上
に
虚
画
は
大
切
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
虚
画
は
単
に
続
け
て
書
け
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
運
筆
の
リ
ズ
ム
か
ら

自
然
に
紙
面
に
表
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
初
学

の
方
の
作
品
を
拝
見
す
る
と
、
手
本
の
虚
画
も

そ
の
ま
ま
真
似
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
ま
ま
あ
り
ま
す
が
、
手
本
の
虚
画
通
り
に
な

ら
な
く
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

普
通
虚
画
は
で
き
る
だ
け
最
短
距
離
を
通
り

ま
す
が
、
時
に
は
遠
回
り
を
し
て
い
る
場
合
も

〔
紅

◎

豆
生
南
國　

春
來
發
幾

◎

枝　

願
君
多
采
擷　

此

◎

物
最
相
思
〕
王お

う　

維い　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
紅こ

う

豆と
う

南な
ん

国ご
く

に
生し

ょ
う

じ
、
春は

る

来き
た

り
て
幾い

く

枝し

か
発ひ

ら

く
。
願ね

が
わ

く
ば
君き

み

多お
お

く
采さ

い

擷け
つ

せ
よ
、
此こ

の
物も

の

最も
っ
と

も
相あ

い
思お

も

う
。

意
味
︱
紅
豆
は
南
国
に
生
長
し
、
春
が
く
る
と
幾
枝
か
に
花
を
ひ
ら
い
た
。
君
よ
多
く
採
り
給
え
、
こ
れ
が
最
も
愛
し
あ
う
も
の
だ
か
ら
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

対 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
泉◎

酒　

點
盡
壑
源
茶　

主◎

席
多
同
好　

群
峯◎

伴
不
譁　

朝
〕（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱（
恵け

い

）泉せ
ん

の
酒
、
点
じ
尽
く
す
壑が

く

源げ
ん

の
茶
。
主
席
同
好
多
く
、
群
峰
伴と

も
な

う
も
譁さ

わ

が
し
か
ら
ず
。
朝ち

ょ
う（
来ら

い

）…
…
。

意
味
︱（
恵け

い

）泉せ
ん

酒し
ゅ

を
傾
け
る
の
も
面
倒
で
、
壑が

く

源げ
ん

の
茶ち

ゃ

を
ひ
た
す
ら
に
点た

て
る
。
主
座
に
同
好
の
士
が
多
く
、

　
　
　

群
が
る
峰
々
は
静
か
に
つ
れ
そ
う
。
朝
に
な
っ
て
…
…
。

使
用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

ラ
ど
こ
ろ
か
拍
手
を
送
り
た
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
有
数
の
豪
雪
空

港
を
除
雪
す
る
世
界
一
の
除
雪
隊
、
そ
の
名
が
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
パ
ル
ス
。
ブ

ル
ー
と
違
い
ホ
ワ
イ
ト
は
裏
方
と
も
い
え
る
が
、“
安
全
な
滑
走
路
を
自
分
達

が
守
る
”
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
自
信
と
誇
り
に
満
ち
た
熱
い
言
葉
が
心
に

染
み
る
。
感
謝
感
謝
。

　

新
年
度
も
米
芾
を
勉
強
し
ま
す
。
今
月
は
足
の
長
い
タ
テ
画
が
続
い
て
る

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
に
変
化
を
持
た
せ
な
が
ら
丁
寧
に
書
い

て
下
さ
い
。

　
　

◆
苕ち

ょ
う

溪け
い

詩し

巻か
ん

（
米べ

い

芾ふ
つ

）

　

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
と
い
う
名
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
５
、

６
機
が
編
隊
を
組
ん
で
、
飛
行
機
を
使
っ
て
サ
ー
カ
ス
で
も
す
る
よ
う
な
、

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。
そ
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
あ

や
か
っ
て
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
青
森
空
港
に
「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
パ

ル
ス
」
と
い
う
の
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

小
高
い
山
の
上
に
あ
る
青
森
空
港
は
、
冬
場
は
吹
雪
に
な
る
こ
と
が
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
で
、
今
日
は
出
発
で
き
る
か
な
と
か
、
ち
ゃ
ん
と
降
り
て
く
れ
る

か
な
と
、
い
つ
も
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

大
阪
で
の
研
修
会
に
向
か
う
そ
の
日
も
猛
吹
雪
で
、
出
発
遅
れ
が
10
分
が

20
分
、
20
分
が
40
分
と
な
り
、
小
出
し
に
徐
々
に
延
び
、
し
ま
い
に
は
こ
れ

か
ら
滑
走
路
の
除
雪
を
す
る
の
で
更
に
50
分
遅
く
な
る
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

待
た
さ
れ
て
る
身
、
除
雪
に
そ
ん
な
時
間
が
必
要
か
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き

た
が
、
こ
の
除
雪
隊
の
統
率
の
と
れ
た
見
事
な
ま
で
の
仕
事
に
は
、
イ
ラ
イ
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太
く

細
め
に

細
め
に

３
字
で
ひ
と
つ
に

２
字
で
ひ
と
つ
に

◎

◎

漢
字
条
幅
一
行
課
題

漢
字
条
幅
一
行
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
３
段
）

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
５
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

佐 々 木 彩 苑 書

初等…四半切（約68×約17.5センチ）
一行…半　切（約136×約35センチ）

使
用
筆（
初
等
・
心
月　

一
行
・
翔
龍
）・
使
用
紙（
初
等
・
四
半
切
華
心
箋　

一
行
・
半
切
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

〔
花◎

開
還
更◎

新
〕
鷗お

う

陽よ
う

脩し
ゅ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
花は

な

開ひ
ら

い
て
還ま

た
更さ

ら

に
新あ

ら

た
な
り　
　

意
味
︱
花
は
い
つ
も
の
よ
う
に
咲
く
が
、
咲
い
て
く
る
花
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
新
し
い
花
で
あ
る
。

☆「
門
」は
、“
ト
ン
”
と
突
い
て
、
し
だ
い
に
軽
く
。「
井
」
は
残
さ
れ
た

白
に
留
意
。

☆

は
横
画
が
５
ヶ
所
有
り
ま
す
。不
平
行
に
書
き
た
い
も
の
で
す
。「
辶
」

は
軽
や
か
に
。

☆
墨
継
ぎ
で
す
、
小
さ
く
密
度
濃
く
書
い
て
下
さ
い
。

☆「
立
」は
重
く
、「
木
」は
省
略
し
て
軽
く
、
旁
も
軽
や
か
に
運
筆
し
て
下

さ
い
。

　

い
よ
い
よ
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
ね
。
今
年
度
こ
そ
は
、
と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ

る
方
、
４
月
号
よ
り
お
手
本
を
取
っ
て
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
方
、
半
紙
だ
け
で
な

く
初
等
条
幅
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
取
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
お
付
合
い
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
今
月
号
の
墨
継
ぎ
は
「
更
」
で
す
。「
花
・

開
・
還
」
と
３
字
で
ひ
と
つ
の
文
字
群
に
、「
更
・

新
」
と
２
字
で
ひ
と
つ
の
文
字
群
に
つ
く
っ
て

下
さ
い
。
書
き
出
し
か
ら
３
字
目
の
「
還
」
と

最
後
の
「
新
」
に
遅
速
（
速
く
書
く
所
と
遅
い
所
）

の
変
化
も
つ
け
、
カ
ス
レ
も
出
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

☆「
艹
」太
目
に
書
き
、
全
体
の
概
形

を
偏
平
に
つ
く
る
。

初等課題原寸大手本300円、一行課題原寸大手本500円で販売しております。

〔
花
〕

〔
開
〕

〔
還
〕

〔
更
〕

〔
新
〕
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ペン楷書 課 題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
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北
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期
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隠
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
徒
然
草
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は
三
大
随
筆
の
一
つ
。
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け
ん
こ
う

よ
し

25



ペン楷書課題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

ペン行書 課 題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
吉
田
兼
好
（
１
２
８
３
？
〜
１
３
５
０
？
）…
鎌
倉
末
、
南
北
朝
期
の
歌
人
、
随
筆
家
、
隠
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
徒
然
草
」
は
三
大
随
筆
の
一
つ
。

だ

け
ん
こ
う

よ
し

26



支 部 名

段 級 位

氏　　名

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
２
７
０
円

（
美
文
字
筆
ペ
ン
細
字
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

ペン手紙課 題（ペン部）４月号 奈 良 岱 奉 書

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

水
面
に
桜
の
花
び
ら
が
散
っ
て
　
筏
の
よ
う
に
流
れ
て
い
く
様
子
を

花
筏
と
い
う
そ
う
で
す
が
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日
は
　
そ
の
美
し
い
風
景
に
出
合
い
ま
し
た

い
か
だ

４月号

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

※
ダ
グ
・
ハ
マ
ー
シ
ョ
ー
ル
ド
（
１
９
０
５
〜
１
９
６
１
）…
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
済
学
者
。
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治
家
。
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QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

○
䒑
は
２
点
の
大
き
さ
と
方
向
に
注
意
。
横
画
は
等
間
隔
で
、
５
画
目

を
長
く
出
す
。２
本
の
縦
画
は
平
行
。左
右
払
い
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
。

○
横
画
は
等
間
隔
で
ほ
ぼ
平
行
、
６
画
目
が
一
番
長
い
。
口
と
　
の
左

右
の
縦
画
は
斜
め
に
引
き
寄
せ
る
。
最
終
画
は
中
心
で
直
立
し
、
左

に
は
ね
る
。

○
扌
の
縦
画
は
１
画
目
の
右
寄
り
で
交
わ
る
。
舎
は
　
の
接
す
る
位
置

と
方
向
に
注
意
。
寺
の
横
画
は
３
画
目
を
一
番
長
く
。
寸
は
最
終
画

の
位
置
に
注
意
。

ペ
ン
部
課
題
解
説

◆
行
頭
を
そ
ろ
え
、
各
行
の
中
心
を
通
し
て
書
く

ペ
ン
部
課
題
解
説

•
扌
よ
り
舎
を
幅
広
く
、
境
界
線
で
は
画
の
方

向
や
長
さ
に
注
意
し
て
ゆ
ず
り
合
う
。

•
口
の
組
み
方
に
注
意
し
、
ひ
き
し
め
る
。

楷
書
課
題

行
書
課
題

右
寄
り
で
交
わ
る

６
画
目
を
長
く

方
向
に
注
意

５
画
目
を
長
く 直

立
平
行

ゆ
ず
り
合
う

ひ
き
し
め
る

こ
こ
は
字
間
を
つ
め
る

濁
点
は
あ
と
で
打
つ

筆
意
を
つ
な
ぐ

字
幅
が
狭
い
の
で

字
間
を
つ
め
て

タ
イ
ミ
ン
グ
を

は
か
っ
て
続
け
る

接
す
る
位
置
に
注
意

長
短
に
注
意

中心 中心

中心 中心 中心

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

◆
行
の
中
心
を
通
し
、
文
字
の
接
続
に
気
を
つ
け
る

◆
各
行
と
も
に
文
字
の
横
の
中
心
を
通
し
て
書
く

横
書
課
題

手
紙
課
題

中心 中心 中心

中心 中心

中心

中心

中心

行の始めをそろえる

行の中心に
文字を並べる 高くできない分

横幅を広く
かなは小さく

漢字は大きく

書
き
出
し
は
太
く

小
さ
め
に
書
く

字
幅
を
広
く

旁
を
大
き
く

２
本
の
縦
画
に
注
意

右
上
が
り
に

ゆ
ず
り
合
う

下
部
を
引
き
寄
せ
る

明
る
く
お
お
ら
か
に

リ
ズ
ム
と
太
さ
に
注
意

旁
を
小
さ
く
、
太
い
線
で
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